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デグサ　ダウ社の高吸水性樹脂事業を買収
デグサ（本社：ドイツ、デュッセルドルフ）は、ザ・ダウ・ケミカル・カンパニー（本社：米国、ミシガン州ミッドランド）の高吸水性樹脂（以下、SAP）事業を買収します。両社は今回の取引に関する財務内容を公表しないことで合意しています。本契約により、デグサはダウ社の有するドイツ、ラインミュンスター/バーデンバーデンのSAP生産工場を取得すると共に、ミッドランド工場でのSAP生産を同社に委託します。さらに、今後の供給量増を見込み、ダウ社からデグサ社への精製アクリル酸の長期供給契約にも両社は合意する予定です。精製アクリル酸は、SAP生産に使用される最も重要な原料です。本取引内容は関連省庁の承認が必要です。
デグサのウツ ヘルムート・フェルヒト取締役会長は、次のように述べています。「ダウ社との合意は当社のSAP事業を戦略的に拡大するための重要な一歩となります。今後数年にわたり、当社はSAP事業という魅力的な市場の加速的成長に的確に参加していきます。さらに、今回の契約締結により、バックワード・インテグレーション（原料の自社生産）も可能になります。」　また、スーパーアブゾーバー ビジネスユニットのプレジデントであるギュンター・ヴィットマーは、「SAP市場は目覚しく成長しています。特に東欧と中南米での開発は高い将来性が望めます」と付け加えています。

今回の合意の一環として、デグサはダウ社が全世界に展開している既存のSAP事業を取得することになります。今回の買収は、デグサのルイジアナ州ゲイリービルとノースカロライナ州グリーンズボローの工場におけるボトルネックの解消、およびラインミュンスターの新生産設備への投資を伴い、デグサのSAPのグローバルな既存生産力を大幅に拡大することにつながります。また、精製アクリル酸の長期供給契約締結により、デグサ向けのヨーロッパおよびNAFTAにおける新たな生産力を生み出すバックワード・インテグレーションが確保されます。原料供給の変動を考慮すると、バックワード・インテグレーションの確保はますます重視されています。 

デグサは、SAP事業の革新的マーケットリーダーです。スーパーアブゾーバー ビジネスユニットの総従業員数はおよそ500名で、2004年度の売上は4億3,200万ユーロを計上しました。同ユニットは、ドイツ（クレフェルド、マール）および米国（ルイジアナ州ゲイリービル、ノースカロライナ州グリーンズボロー、テキサス州ディアパーク）に生産拠点を擁しています。
高吸水性樹脂（SAP）

吸収性と保水性に優れたポリマーで、紙おむつや生理用品などの衛生用製品に使用されています。
デグサはグローバルに展開している世界有数のスペシャリティケミカル企業です。現在、デグサAGと世界のデグサ グループの総従業員数は約45,000人です。2004年度の年間総売上は112億ユーロで、税・利息控除前利益(EBIT)は9億6,500万ユーロを計上しました。デグサは革新的な製品とシステムソリューションを提供することで、ビジネスの成功には欠かせない貴重な役割を担っています。「クリエイティング・エッセンシャル」-本質を創造する-それが私達デグサの仕事です。
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